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混乱に終止符を（ヨハネ7:25-36）
　皆さんがイエス様こそキリストですと告白していることがどれほど幸いなことなのか確認でき、また味わうようになっていただきたいと思うし、その上で、今の「私は幸い。あなたも幸い」と言いあうようになっていただきたいと思います。なぜかと言いますと、イエス様を目の前にしてその告白がまったくできない混乱な状況が今日の聖書の箇所です。今日の箇所を見ると、イエス様が目の前にいらっしゃるのにイエス様を殺そうとしている人間がいました。また、それに対して何も言わないで黙っている人がいるとも書いてあります。それから、キリストが来るときにはどこから来られるのか知らないことになっているのですが、私たちはイエスがガリラヤ出身と分かっているのでキリストのはずがないのではないかということで、そのように「出身がどこかわかっているのだよ」と言う人もいます。それから、31節を見ると、その中で多くの人がイエス様のことを信じたと書いてあります。しかし、「もしキリストが来たとしてもこのイエスがやっているようなことより多くのしるしを行うことができるのだ」と信じる人と言ってもキリストとしては信じていないのです。だから、あいまいな状態で信じると言う人もいます。あとでイエス様が「実は私はガリラヤから来たものではなく、天から、父なる神様から出た者です。出所はそこなのです」とおっしゃるのですが、でも、それに対してはまったく理解できません。また、「しばらくの間、あなたがたと一緒にいる。しかし、遣わした方のところにまた私は戻るのです。そのときにあなたがたは私を見つけることもできないし、私のところに来ようとしても来ることもできないだろう」というお話をしました。でも、それも伝わりません。それに対して、この人が行くところに私が行けないというのは、もしギリシャ人の、異邦人のところに行ってそこで彼らに教えようとしているのかと思いました。イスラエルの人は異邦人の方には行かないのですから。一緒に混ざることなどしないので、「私たちが行けないというのはそういうことなのだろうか」という見方をしながら、「たぶん、ギリシャ人のところに行くだろう」と半分あざ笑いながら、そのような反応を示している人もいます。それから、もうしばらくの間、一緒にいるのですが、「いなくなるよ。私のところに来られないよ」というのはいったいどういう意味なのだろう」と疑問が消えないままの反応など、いろいろなことがそこに書いてあります。これを一言で申し上げると、イエス様は目の前にして混乱な状況が終わらないという姿です。今、イエス様を取り囲んで、いろいろな人がいろいろな反応を示しています。その形はいろいろ違うかもしれません。でも、彼らは混乱しています。と言いますのは、その混乱な姿、混乱な状況の中にいる限り、目の前に真の祝福と勝利が用意されているのにその門を開いて足を踏み入れることができないでいます。それが混乱と言う問題です。混乱な状態なままであれば、どういう意見であろうが真の勝利と真の幸せと祝福に足を踏み入れることができません。まるでイスラエルの民が荒野を40年間、グルグル回りながら時間が流れ環境や状況は変わるのですが、実際は祝福の扉が開かれないのと同じ状況です。もし私たちがなにをしようが、またどんな意見を持っているかに関係なく、人生の混乱な状況のままであれば私たちの人生に勝利の門は開かれません。その混乱と言うのが私たちの足をしっかりと止めて、そこに進むことを邪魔します。混乱というものは形がどうであれ右往左往している状況です。

　今日、この聖書の箇所を見ながら、目の前にいのちの祝福を置いておいて混乱している。よって、いのちの祝福が自分のものにならない。その結果、人生は残念ながら失敗するしかないという状況を見ながら、私たちは人生の混乱に終止符を打つべきだということを心に考えていただきたいと願います。皆さん、こえから残りの生涯、本当に勝利の人生を歩いていきたいですよね。なぜ中々、その門が開かれないのでしょうか。人生が難しいからでしょうか。そうではなくて、たぶん、私たちがいまだ人生の混乱の中に留まっていて右往左往しているからかもしれません。そこにぜひ、2014年スタートしながら神様のメッセージをとおして終止符を打つ方々になっていただきたいと願います。私たちの人生の中には私たちを混乱に陥らせ捕える様々な情報があります。今、イエス様を取り囲んでいる多くの人もいろいろな情報を発します。しかし、それがすべてひとりひとり、また人生を混乱させるものでした。人生の中で私たちを混乱させる様々な情報があり、その情報が氾濫している時代を私たちは生きています。それで情報の洪水と言う言葉があるくらいです。本当に今はクリックすればどんな情報も手に入れることができる時代です。だからといってそれがいつも良いとは限らないものですが、とにかく、今私たちは自分の意志、プラス、意志と関係なく、情報に流されるような時代です。その氾濫している、あふれ出ている情報の中にはほとんどが間違っている情報です。その情報に私たちは振り回されているのです。それがそうなのかどうか知らないまま、皆さんが知っている情報、今世の中で飛び交っている情報が本当に正しい情報だと言い切れるでしょうか。小さいときから私たちはいろいろな情報に触れながら生きてきました。こうするのが幸せです。人間はこうすべきです。いろいろな情報があります。本当にそれは正しいのでしょうか。良い情報でしょうか。

それから、その情報の中には誤解されているものがたくさんあります。特にイエス様に対する情報はほとんどが誤解です。世界四大聖人の中のひとりだとか、今日の聖書だけを見ていてもガリラヤ出身なのでイスラエルのひとりではないのかとか見た通りに話すのですが、それが誤解される情報なのです。それから、私たちひとりひとりが触れる様々な生活の中の情報の中でも誤解されて耳に入る、また自分のものも誤解されて伝わるものがたくさんあるのではないでしょうか。情報の洪水の時代でありますが、その内容のほとんどがこのような内容です。専門家が、コメンテーターが発する情報であっても吟味しなければいけません。今、イエス様の周りにいる人々も様々な情報を手に入れて、その情報を発する場面です。それから、私たちの耳に入る様々な情報は生活をしていくために必要な情報もたくさんあります。特にテレビなどを見ていても、家庭の医学とか世界の様々な知らないところの情報とか有意義な必要な情報もたくさんあります。だから、その情報の様々なルーツは必要なものだとは思います。しかし、よくよく考えて見てください。この聖書の箇所の雰囲気と同じように、必要な情報はたくさんあるし、それは本当に役に立つものかもしれませんが、人生の真の幸せ、救いにつながるいのちとはまったく無関係な情報だけです。そうではないでしょうか。そのような情報があふれ出ています。それがまったく間違っている情報もあるし、誤解されている情報もあるし、必要な情報などもありますが、そのような情報が飛び交ってあふれるような状態ですが、その情報の中には一番大事な情報中の情報、核心が欠けて抜けている情報ばかりです。あふれんばかりの情報の量があるにも関わらず、世の中は変わらないし、ひとりひとりの人生に答えは中々、見つかりません。情報の量が少ないからではありません。昔は情報が少なかったので、知識がまだ発展していなかったのでと言うかもしれません。でも、今は、そして、これからは携帯ひとつ持っていればどんな情報でも手に入ります。情報が少ないから、情報がないからではありません。そのあふれ出る、氾濫している情報の中に一番大切ないのちに関わる情報は欠けています。そのような情報だけが、その情報が間違っているのか必要なのかに関係なく、そういう情報が飛び交うような時代です。それが世の中です。混乱が絶えないままずっと続きます。ある意味、昔より情報が多くなればなるほど、その混乱は極めるようになるでしょう。皆、逆のことを望んでいるのですが、それとは裏腹にそのようにならざるをえません。今、私たちはそれらを見ているのではないでしょうか。ある意味、そういうことで昔より精神的な疾患などがより増えているかもしれません。混乱がどんどん増すだけであって、情報があればあるほど、多くなればなるほど混乱の極みになります。そのままの状態ではいくら情報があっても、いくら知識があっても真の祝福の人生に足を踏み入れることはできません。ぜひ、このような混乱な状態に終止符を打つようになりましょう。
情報の洪水と言われる時代にもかかわらず、混乱は絶えないでいます。それで多くの人がまず個人的になにかの傷を抱えて、その傷から自由になれません。それが混乱の一つです。その傷はある意味、間違っている情報が刻み込まれた、それによってコントロールされることです。その人の精神というものが。親に虐待されました。だから、虐待されたことが自分自身の価値を貶め、低くしてしまうものだという情報がどこからか入ってきてしまうのです。嫌な思いをしたというのが問題ではなく、そのようなことをもって脳細胞の中に、精神、心の中に間違っている情報をなにかの力が入れるのです。それが傷というものとして残ります。そうすると、その人はどんな環境、状況だろうが関係なく、その傷によって人生が動かされ左右されるようになります。これが混乱です。多くの人が混乱な状態に捕らわれています。それから、間違っている情報などによって人々はどのように混乱しているかと言うと、人を外見や様々な能力や肌の色などで差別するということがあります。そうしてはいけないという思い、理論はありますが、歴史の中でずっと続いているものです。また、社会的なルールや法律としてはそれは消えたかもしれませんが、ひとりひとり個人の内側ではそのようなことはありません。だから、なにかの形で上辺によって人を差別するというのは、そのような情報が入っているからです。その情報にコントロールされることによって、その人は今、混乱な状態、混乱な状況の中にいるという現れです。人を上辺によって差別するというのは。なにかの情報によってそうなってしまうでしょう。どんな情報が入ったのかは分かりませんが。
それから、その情報によってどのように混乱しているかと言うと、なにか努力すれば、頑張れば、まじめに誠実に努力すれば人生変わるだろう。今はよく分かりませんが、その努力の果て、最後には幸せがユートピアのようなものが待っているだろうという情報が入っていて、そのように頑張るのです。それを形あるものにしたのが宗教です。宗教、人が努力に答えを求めるというのは今、混乱な状態、混乱しているのです。なぜそのような混乱な状況にいるでしょうか。だから、努力するにもかかわらず幸せの門、真の人生の祝福の門が開かれません。その人生には真の光が入ってくるということは中々、見られません。なぜでしょうか。誤った情報によっていまだに混乱な状況なのです。情報というものは非常に大切なものです。それから、私たちが見ているものではありますが、人間の手で作り上げたものを拝みます。なにかを求めて、安産を求めて、交通安全を求めて、家庭の平和を求めて、健康を求めて、また事業の成功などを求めつつ祈願しながら偶像にお願いをしたりします。その気持ちがいいか悪いかは別として、なぜ自分が人間の手で作り上げた神棚や仏像のようなもの、偶像に、自分の人生を託してお願いをするようになるのでしょうか。今その人は混乱しているのです。自分はそのように思っていないかもしれませんが、それが混乱です。間違った情報が入っているわけですから。そのように今、世の中は混乱しています。よく覚えていてください。混乱している限りは真の祝福の門は開かれません。また、残念ながら、世の中の人も同じでしょうが、教会のクリスチャンも同じです。なにが正しいか正しくないかと言う律法のルールを作って決めておいて、それにすべてをかけます。なぜ律法に走るのでしょうか。律法にこだわるのでしょうか。それを律法主義と言いますが、別にルールを守るということは悪くはありません。なぜそこに託していらっしゃるのでしょうか。それは今、混乱しているからです。間違っている情報が入ったので。人生の真の幸せと言うものは人はルールを守るものなのだという情報がどこからか、小さいときから親をとおして、学校をとおして私たちに入り込んで刻み込まれているので、その情報に従って頑張るのです。それが混乱です。時分では必死で一生懸命、命を懸けて頑張っているかもしれませんが混乱な状況なのです。人々が、世の中がそのように混乱しているのです。ですから、地球が、文明がこのように発達しているにもかかわらず本当の幸せは見当たりません。この世界はどんどんおかしい方向に行くしかありません。なぜでしょうか。いまだ偉い政治家も、教育の学者も、芸能人も自分自身が混乱しているのですから。そこから、どんな良い情報が発信できるでしょうか。テレビを見たり、ニュースを見たり、新聞、雑誌を見たりということは悪くありません。でも、私たち自分自身がこの混乱な状況に終止符を打っている状態でなければ、見れば見るほど皆さんには誤った情報がどんどん入り込んで行くので混乱が極めるだけです。正しい情報がないまま本をたくさん読む人は混乱しています。知識はいっぱいあるにもかかわらず、最終的には霊的にものすごく困る状況に追い込まれるようになります。本を読むのが悪いとは言いません。でも、そこから正しい情報が得られると思いますか。今日の聖書にあるこの風景のようにイエス様を取り囲んで皆、「あれだ。これだ」といろいろ言って議論して言い争っているような状況になってしまいます。そこに希望はありません。それで今、絶えない混乱がずっと続いているのです。教会の中でも神秘主義に走る場合もあります。それが今、混乱しているという現れです。情報が間違って入っているから。

これ以上もいろいろ言えるでしょうが、これを全部まとめてさまよっていると言います。自分なりには必死に何かを求めます。真の癒しを求めて、幸せを求めて、家庭の平和を求めて、人生の成功を求めて、なにかを求めて必死なのですが、それがすべて間違っている情報に振り回されているのです。情報の中の一番核心ポイントになる情報が抜けたままの情報なのです。空っぽだけの情報です。確信が欠けている飾りだけの情報なのです。それゆえ多くの人が自分が良いか悪いかは別にして混乱から抜け出すことができません。その結果、残念ながらクリスチャンでも真の勝利の祝福を味わうことができません。いまだ混乱な中にいるので。混乱な中で右往左往しているままの状況です。そこでは次のなにかが期待できません。ですから、一番大切なのは、皆さんのこれからの勝利に一番大切なポイントはその混乱に終止符を打つことです。もうこれ以上、混乱しないようにということです。たくさんの意見があり、またなにかのことで論争したり言い争うということはありえることなのですが、よくよく考えてみるとそれも混乱しているからです。そんなに意見などありません。混乱に終止符を打ったものはものすごくシンプルになります。でも、世の中では意見があればあるほど偉いかのように思います。たくさんあればあるほど混乱が極まるだけです。そのような状況、形で絶えない混乱がずっと続くのです。それで、私たちは今日の礼拝をとおして神様の御言葉をしっかり心に聞きれたいと思います。

混乱に終止符を打つためにはどうすればよいのか。結局、もう一度言いますが、自分の意志とは関係なく混乱な状況に追い込まれるしかないのでしょうか。それは情報のためです。その情報の中ですべての情報をまとめることができる、情報の核心部分があります。いのちに当たる情報があります。そこが欠けているままの情報は混乱をきたすしかありません。それが理由です。世の中ではそれがよい、悪いといろいろな評価があるかもしれませんが、情報の核心部分が抜けているままの情報はその出所がどこなのか関係なく、イエス様を取り囲んでいる様々な反応と同じように混乱するしかありません。そうすると、それは次に進むことができません。祝福の人生の扉が開かれません。それで混乱に終止符を打つこと、これが神様が望まれることですがその方法は欠けていた、抜けていた情報の一番核心部分、それを情報の宝、情報のダイヤと言いますが、その部分を取り戻すことです。情報中の情報は何でしょうか。世界中のすべての情報が実はなんのために存在しどこに絞られる情報なのでしょうか。その情報がキリストです。その情報の一番核心部分であるキリストが欠けていると事実であっても、ありのままを語って情報を伝えようとしてもそれは混乱をもたらすしかないものになってしまいます。「私が生きてきた経験ではこうだったのだよ」。それは嘘ではなく真面目な思いで、人を思いやる思いで言うかもしれません。でも、キリストといういのちに関わる情報が抜けているままの情報であればそれは混乱をもたらすこと以外になにもありません。人生の混乱に終止符を打つためには情報の核になる部分、情報のダイヤであるキリストと言う情報をしっかりと手に入れ、そして、それがすべての情報の核心部分であることを認めないといけません。なにものにも芯があって周りがあります。果物の構成は大体そうなっています。種があって芯があります。「でも、先生、果物の中にもアフリカに行ってみると種も芯もないものがあります」。そうならば皮があったり肉があったりします。必ず、あります。それが構成です。人間と動物は違います。動物は肉があっていのちがあります。皆そうなっています。人は肉があっていのちがあるのですが、動物とはまた違って人は魂があります。そこが芯に当たる部分です。それが正しい情報です。本当の情報は皆さんが良くご存知のように人間は進化して猿になったという情報が世界を覆っています。だから、皆、混乱しています。でも、人間は最初から尊い神のかたちに作られ、パンだけでは生きることができない神によって、神の愛を飲み食いしながら生きる存在です。これが正しい情報です。けれども、この情報が抜けているまま、人生云々、人生を論ずるわけですから正しい情報が得られるはずがあります。そのような情報を学校や親や社会から教わりつつ今まで生きてきたので、人生が混乱するしかないでしょう。だれかのせいにしてり、なにかのためと思わないようにしてください。そうなるしかありません。混乱するしかない情報の洪水の中を私たちは流されて生きてきました。そこに終止符を打たないといけません。正しい情報を手に入れないといけません。情報の核心部分、情報のダイヤをしっかり手に入れないといけません。それは人はキリストでなければ希望がない、キリストによって、つまり、救い主、メシヤによって人生は変わり人生は助かるのだということが情報中の情報です。ですから、事実だとしてもその情報がこの核心部分を隠しあいまいにする情報であればそれは悪いものです。しかし、その分別も判別もできません。皆さん、何が善でしょうか。何が悪でしょうか。皆さんなりにありますよね。しかもそれも国によってまた違います。なぜそう思うのでしょうか。そう思わせる情報がどこからか入ったのです。それを「よくわかりません」と言う人はその情報が機能しないアホは分かりません。アホじゃないというのは情報が入って動いているということでしょう。でも、その情報が正しい情報が抜けているままの情報なので信用できますか。けれども、私たちはいまだクリスチャンであるのにその情報にのっとって生きていて泣いたり笑ったり人を裁いたり受け入れたりします。評価するのもすべてその情報によってです。本当なのでしょうか。だから、残念ながらクリスチャンは混乱な人生は終わりなのですが、実際には混乱が終わりません。イエス様を目の前ではありません。イエス様を信じて受け入れたにもかかわらずイエス様に飛び込むことができません。門が開かれません。いまだに混乱しています。頭の中が複雑です。情報の一番核心部分が機能していません。そこに終止符を打ちましょう。皆さんがまず、情報中の情報、情報のダイヤはキリストだと。それがあいまいである限りは他の情報はすべて信用できないものなのだと、それくらい皆さんが確認し告白しないといけません。キリストによって。キリストしかこの人生に、地球に希望はありません。これこそが情報です。その情夫を私たちに伝えるために様々な情報があります。でも、この核心部分が抜けてしまうと様々な情報がすべて混乱をもたらすものに変わってしまいます。ひとりひとり個人的にも経験したと思うし、また歴史を見ても周りを見ても確認できるものではないでしょうか。皆さん、思いどおりに幸せに人生が動いて進んで行ったでしょうか。そうではないでしょう。混乱です。せっかく教会に来て礼拝を捧げているのに皆さんは本当に幸せでなにか世の中では見ることができない、24時間の中では見ることができない、25時でないと見えないものをしっかり見えてきているのでしょうか。なぜそうならないのでしょうか。混乱しているからです。

皆さんに混乱を帰する様々なものに終止符を打つようにしましょう。キリスト一点に絞られることです。キリスト以外には光がないので、キリストが輝くことによってその他のすべてが暗くなってしまうことが方法です。そして、そのキリストが世に来られました。これが情報です。これがグッドニュースです。その方がイエス様です。イエス様こそがそのキリストです。だから、だれでもこのイエスを信じる者は救われます。だれでもイエスによって助かります。それが情報です。私たちの人生になにより必要な、絶対不可欠な情報です。そして、他の情報は乏しくてもこれさえ持っていれば、その人生は勝利の祝福の門をくぐって新しい人生が始まるようになる情報です。問題は綿が見ている限り、クリスチャンの方々が混乱しているのは、このイエスがキリストですという情報が寄進と伝わっていないのか、これが核心、情報のダイヤとして機能していないのです。他の情報が先に入っていてそれが核心部分に留まっていて、イエスがキリストですという告白をしているのですがそれが飾りになっているのです。そうすると、混乱してしまいます。情報のダイヤです。イエスがキリストですという情報は他の宝石だと自慢していたものが全部、その輝きを失うようなダイヤです。ですから、その情報が正しく分かっていて、それが情報のダイヤ、核心情報だと分かってその人に入った場合にはその人は混乱に終止符を打つようになります。第2コリントの手紙5章17節にあるように、その情報がしっかりその人の中心部分に入ったときに、「すべて古いものは過ぎ去ってすべてが新しくなった」となります。終止符が打たれるようになります。そして、このような告白に立つようになるでしょう。ピリピ3章18節に書いてあるように、キリストを知る知識のすばらしさのゆえに、今までのすべての情報はちりあくたのようなものなのだという告白ができるようになります。それが混乱に終止符を打つのです。その告白ができる者には混乱などありません。たとえ死の影の谷を歩くことがあっても混乱しません。「私は幸いな者です」と。「神は私の羊飼いです」。混乱がありません。そして、他のなにかによって振り回されるようなことはもうありません。そうですよね。生かしてください。人生の混乱に終止符を打つ方法はキリストという情報のダイヤを手に入れることです。そのイエス様がキリストだという真の情報があるのです。それを耳にすることですが、それを自分の情報のボックスの中の一番核心部分に持っていくときに混乱に終止符を打つようになります。私の人生が幸せになる道。今までの人生の様々な混乱から抜け出す道はキリストしかないというのが情報です。イエスがそのキリストなので、イエス・キリストを信じて受け入れることによって私の人生が変わった。これが情報です。キリスト、イエスがキリストですという信仰告白、この情報を皆さんの情報ボックスの中に入れるのですが核心部分に入れてください。核心部分に入れようとするときに先に核心部分に入っているものがあるから格闘がいると思います。入れ変えないといけないので、それが戦いです。そのときに本当に周りの状況がどうであろうが、肉体的に人間的にうまく行こうがそうでないかは関係なく混乱しません。なにかがうらやましい、そうではないということもありません。人生そのものに対して混乱がありません。まだ行ったこともない未来に対しても不安がありません。なぜでしょうか。イエスはキリストですから。それしか人生の混乱に終止符を打つ方法はありません。でも、皆さんが努力しなくても、専門知識がなくても構いません。イエスがキリストですと言うと、この情報のダイヤを情報ボックスの一番核心部分にしっかり入れるようにしてください。
それでこのように告白するようになるでしょう。使徒の働き4章12節に書いてあるように死の危機が目の前にあっても混乱しません。「なぜだろう。どうなるのだろう。どうしちゃったのだろう。どうすればいいのか」などがありません。覚えていてください。死が目の前にやってきても、死の影の谷を歩いていても、刑務所の中に入れられても、癌にかかっても混乱しません。世界中でこの御名のほかにこの御名のほかに私たち人間が救われるべき名としてどのような名も与えられていません。はっきりします。そこから次があります。そこから真の幸せな人生、祝福の勝利の人生が始まります。混乱なままの状態では期待できないのではないでしょうか。皆さんの中にも様々な混乱があると思います。混乱と言うのはずっと私たちをその中に込める力を持っています。だれもそこから出られません。終止符を打たない限り次はありません。年は取るでしょう。昇進はするかもしれません。学年は上に上がるかもしれません。体を鍛える筋肉ムキムキになるかもしれません。でも、その人の人生の本質は何も変わりません。次に進みません。混乱です。クリスチャンなのになぜ子どもに問題があれば、なぜ旦那さんに問題があれば、なぜ事業がうまくいかないとすべてダウンしてしまうのでしょうか。周りの人が見ても今、混乱しているなとわかるでしょう。その混乱に終止符を打つようにしましょう。一番丈夫な人間でしょう。サタンが一番、怖がる者でしょう。なにがどう変わろうが混乱しません。構いません。イエスはキリストです。私の残りのすべては祝福です。死の影の谷を歩くことも祝福です。この神の愛、祝福をいのちを奪い取るものは宇宙に存在しません。はっきりしているのではないでしょうか。なぜ混乱するのでしょうか。それは今、ずっと留まる状態です。正しい情報が入っていないから。そして、その正しい情報、情報中の情報が核心部分を捕えていないからです。これが混乱の理由であることをぜひ、覚えていてください。
　そうすると、このような結論としてまとめることができるでしょう。皆さん、自分自身を吟味しながら、そんなに深いイデオロギーまでは行かなくても自分の頭の中に入っている人生に関する情報を無視するわけではありませんが、核心部分とその周辺の飾りの部分とを見極めてわきまえるようにしてみてください。なんでもかんでも知っていることがすべて事実でありそのとおりだと思うような単細胞な考え方から変わってください。クリスチャンはそうではありません。事実であっても核心部分があって飾りがあります。メインがありサブがあるのです。それなのに私たちは事実であればそれが絶対的であるかのようになんでもかんでも確信のボックスに全部入れ込むのです。今まで何十年か人生を生きてきて、それが皆さんに傷や差別や比較や宗教や努力や律法や様々な混乱をもたらしていたのではないでしょうか。精神的にもまったく安定しないように、未信者が見ていても『なんであんなに不安なのか』と思うようなことはものすごく残念です。それは皆さんが悪いからではありません。様々な影響を与える理由があるのはもちろん分かっているのですが、まず人生には情報があります。情報の核心部分と飾りの部分があるのですが、それを自分の中で自分が持っている情報をそのようにわきまえる工夫、姿勢をまず持つようにしてください。なんのためでしょうか。混乱に終止符を打つためです。皆さんがもし混乱に終止符を打ったとなれば、日本人なのか韓国人なのか、また学歴が違っていても牧師と話が通じ合うようになり、メッセージが通じ合うようになるでしょう。もちろん私が楽になるためではありませんが牧師がものすごくなるでしょう。いちいち気にしなくてもいいのですが、牧会と言うのは人によって全部気にしないといけません。でも、私も人間ですから、機嫌をうかがいます。なぜでしょうか。皆、混乱しているからです。混乱に終止符を打ったものは死の影の谷を歩いていても動きません。はっきりしています。

そして、それをわきまえて情報のダイヤ、情報の核心部分、イエスはキリスト、また人生の幸せは霊的な問題なのだというのが情報です。これから、レムナントにも信徒の方々にもそのように具体的に言うつもりなのですが、今日の一日を始めるときにいろいろなテーマ課題があると思います。それを軽んじるという意味ではありません。でも、皆さんが自分でイエス・キリストの告白と、その中にあってキリストが私を生きる存在であり、私が生きる目的は福音宣教ですと、それで神様に恵まれるようなことで豊かになっていないままその課題を処理するとすれば、正しく処理したことになるのでしょうか。するかしないかは別にして。そうならばどうせやり遂げても間違いになるのであれば急がないで朝早く起きて、神様との交わりで自分がクリスチャンだという意識に深く浸っていく時間を持つというのが当たり前でしょう。もちろん、忙しくてできない場合もあります。でも、基本はそのような心構えを持つようになるのが当たり前でしょう。子どもを教育させるときにもこうしてああしてということは必要なことですが、子どもがキリストを知らない、正しい情報のダイヤを持たないまま東大に入り、大手企業のエリート社員に就職したからと言ってそれで安心できて幸せと言えるのでしょうか。どうせできなければそれを目指す前に情報のダイヤ、イエス・キリストがしっかり植えつけられるようにすべきでしょう。人間的にはできないけれどもそれをメインに祈る親になるのではないでしょうか。これが科学的で合理的ではないでしょうか。しかし、これが合理的に聞こえない理由は皆さんに間違っている情報が先に入っているからです。霊的な情報こそが情報のダイヤです。ハーバードも東大も提供できない情報です。けれども、その情報が欠けている限りはどんなにすごい役に立つ情報であっても混乱をもたらすものになるということをぜひ覚えていてください。

前にも申し上げましたように、私は自分なりにどこでそういう情報が入ったのかは分かりませんが、自分の良心に従ってできるだけ人に無視されないように頑張って、人に迷惑をかけないで頑張ろうとしていました。そうするとよい人生になるだろうと思っていました。別に悪い思いではありません。ゆくゆくそれが混乱をもたらし、その情報が私の首を絞めてきて本当に肉体的に息ができない、息が苦しくなるくらいの経験をしました。間違っている情報というものはそういうものです。皆さんに先に入り込んでいる情報が悪い、良いと言うつもりはありません。核心部分が抜けている限りは霊的な情報、情報のダイヤが抜けている限りは皆さんの首を絞めるものになるのです。それが理解できないのでしょうか。いまだに未練がましいのでしょうか。思いきりちりあくたと宣言できないのでしょうか。情報の核心部分を中心にして皆さんの人生を改めて正しく整理する時間を持ってください。情報が複雑にからんでいて、皆さんの人生そのものをそれによって考えてください。人生そのものも複雑になっているか、間違っているかという考え方でしょう。でも、イエスがキリストだという情報のダイヤを中心に持ってきて、それを中心に皆さんの過去、現在、皆さんの過ちを含めて全部、正しく整理してみてください。皆さんの失敗も経済的な困難なども全部、整理して見てみてください。軸にしてください。そうでないと、そのすべてが混乱です。でも、そうすることによって、実際に皆さんの脳細胞の中から混乱の状態が終わるようになります。混乱に終止符を打つようになります。なにがあってもイエスはキリストですという信仰告白を真っ先にいつも常に、そして、中心に持ってくるようにするのがクリスチャンの生き方です。24時間祈れるでしょうか。体質がそうなっていないからというのはありますが、24時間祈れます。24時間何があっても何がなくても一番真っ先にイエスはキリストという告白が祈りのスタートです。なぜ祈りができないかと言うと、その告白を邪魔されるからです。前にもお話をしました。皆さんが過ちを犯しているときでも、ペテロはイエスが３度否定した後でも、それが解決済みではないのにイエスはキリストですという告白は逃すことはありませんでした。そうすると、祈れます。その告白さえあれば24時間、なにがあっても、過ちの中でも、失敗の中でもイエスはキリストですと告白できます。皆さんの人生の整理をしてみてください。混乱な状態が終わるように。

そして、そのことによって、皆さんが気づいていないだけであって、もうすでにイエス・キリストを告白している皆さんに勝利の祝福が与えられています。それに向かって迷わずに邪魔されずに思いきり飛び込むようにしてください。混乱している限りはそれが中々できません。混乱に終止符を打ってからは皆さんのことを「あなたは幸いだよ。天の御国の鍵があるのだよ。ハデスの門に打ち勝つことができるのだよ。あなたは岩のような人生なのだよ。あなたをとおして世界が変わるように、現場が変わるようになっているのだよ」と宣言されていること、それをなにも疑わずに迷わずにその中に飛び込むようにしてください。そうならないのは混乱しているからです。だから、ものすごく悔しいことではないでしょうか。皆さんがどんな状況に置かれていようが、皆さんに能力があるかないか、良い人なのか悪い人なのか関係なく、皆さんは「祝福のものです」と宣言されているはずなのです。それなのに間違っている情報によって、情報のダイヤを確信に持ってきていないがゆえに混乱している状態がずっと続いていて、その祝福とあまりにも遠ざかっています。皆さんのものなのに。皆さんより祝福される存在は地球にいません。「でも芸能人はヒットするといきなり3万円の家賃から20万の家賃に引っ越すのだけど、うちはまだ8万なのになにが祝福される存在でしょうか」と言うのは間違った情報が入っているからなのです。早く情報を修正してください。イエスはキリストですと告白する者が最高です。正確に申し上げると、その情報がない限りはすべて毒ガスです。この情報をしっかり持って改めてください。そうすると、皆さんは自分のことを肉体的な人間的な環境的な条件と関係なく「私は幸いな者です。神様、感謝します。なにがあっても構いません。死の影の谷を歩いていてもそこに神の御心があるし、私は滅びることがありません。むしろ、しっかりしていればこれが変わって祝福になり、なにより人々のいのちを助ける福音宣教、伝道者として用いられるようになると信じます」と告白できます。いつでも、皆さん自分自身をそのように見ることができるのです。皆さんの条件と関係ありません。「先生。私はいつもこんなみじめな人間です」。関係ありません。それは誤っている情報が入って自分で思い込んでいるだけであって、もっと正確に言うと悪魔に操られているだけであって神様はいつも情報を発信しています。イエスはキリストなのであなたは岩のような祝福の存在です。あなたは永遠のいのちを持っている尊い神の子どもです。他のことは気にしないでください。あなたがいないとこの世の中に希望はありません。あなたがいないとあなたの家族、家庭に希望はありません。それが正しい情報です。思いきり飛び込んでください。それで皆さんの残りの生涯が混乱に終止符を打った者は理由なしで、文句なしでまず、神の国と義を求めるようになるでしょう。きれいに。どんな表現が良いか分かりませんが。なにも混乱などありません。神の国を求めることに文句、邪魔になるようなものがなにもない、すっきり無くなりました。「どんな状況であろうが私は神の国を求めて、この正しい情報をまず告白し神の国が臨まれる福音宣教のために生きていきます」。この告白に何の迷いもありません。なぜ迷いがあるのでしょうか。今、皆さんは混乱しているからです。なぜ混乱しているのでしょうか。間違っている情報が入っているからです。皆さんの人生の混乱に終止符を打つようになっていただきたいと思います。もうすでに皆さんは祝福の中に召されている存在ですから、それを思いきり味わう状態を作っていくようにしましょう
（お祈り）、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。私たちは分かっているつもりでも、それが混乱をもたらすものであることを知りませんでした。情報のダイヤである霊的な情報、イエスがキリストであるこの情報を核心部分に持ってくることができるように、それが他のすべての情報が飾りになり、ちりあくたのように告白できるようになって、そこからすべてを改めて新しく始め祝福の勝利の人生を思いきり迷わずに歩いて行けるように兄弟姉妹を祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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